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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年12月12日(2013.12.12)

【公開番号】特開2011-227873(P2011-227873A)
【公開日】平成23年11月10日(2011.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-045
【出願番号】特願2011-48572(P2011-48572)
【国際特許分類】
   Ｇ０８Ｇ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０７Ｃ   5/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０８Ｇ   1/00    　　　Ｄ
   Ｇ０８Ｂ  13/18    　　　　
   Ｇ０７Ｃ   5/00    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｒ  21/00    ６３０Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月25日(2013.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の所定位置に装着され、前記車両の周囲の環境映像と音声とを時間的に同期して記
録するドライブレコーダにおいて、
　ＬＥＤ信号機の商用電源周波数である５０ｋＨｚ又は６０ｋＨｚに対して２７．５ｆｐ
ｓのフレームレートで前記車両の周囲の環境映像を撮像するカメラと、
　前記カメラで撮像したときの年月日及び時刻を計測する時計と、
　前記車両の周囲の音声を集音するマイクロホンと、
　前記カメラにより撮像された２７．５ｆｐｓのフレームレートの画像データと、前記時
計により計測された年月日及び時刻データとを合成した合成画像データを符号化する画像
エンコーダと、
　前記マイクロホンにより集音された音声データを符号化する音声エンコーダと、
　前記符合化された画像データと前記符合化された音声データとを時間的に同期して多重
化する多重化手段と、
　前記多重化されたデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段に記録された多重化データを復号化するデコーダと、
　前記復号化された多重化データの画像データを、汎用映像信号に対応した２５ｆｐｓの
フレームレートの画像データに変換する画像変換手段と、
　前記変換された画像データと、前記音声データとを外部へ出力する出力手段と、を備え
、
　前記画像変換手段は、前記２７．５ｆｐｓのフレームレートで記録された画像データを
、前記汎用映像信号に対応した２５ｆｐｓフレームレートの画像データに変換するに際し
、１秒間に２．５フレームの割合で画像データを削除する処理を実行するドライブレコー
ダ。
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【請求項２】
　前記画像変換手段は、前記デコーダで復号化される１１フレーム毎に１フレームの割合
で、当該１１フレームの中から１フレームの画像データを削除する処理を実行する請求項
１に記載のドライブレコーダ。
【請求項３】
　車両の所定位置に装着され、前記車両の周囲の環境映像と音声とを時間的に同期して記
録するドライブレコーダにおいて、
　ＬＥＤ信号機の商用電源周波数である５０ｋＨｚ又は６０ｋＨｚに対して２７．５ｆｐ
ｓのフレームレートで前記車両の周囲の環境映像を撮像するカメラと、
　前記カメラで撮像したときの年月日及び時刻を計測する時計と、
　前記車両の周囲の音声を集音するマイクロホンと、
　前記カメラにより撮像された２７．５ｆｐｓのフレームレートの画像データと、前記時
計により計測された年月日及び時刻データとを合成した合成画像データを符号化する画像
エンコーダと、
　前記マイクロホンにより集音された音声データを符号化する音声エンコーダと、
　前記符合化された画像データと前記符合化された音声データとを時間的に同期して多重
化する多重化手段と、
　前記多重化されたデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段に記録された多重化データを復号化するデコーダと、
　前記復号化された多重化データの画像データを、汎用映像信号に対応した３０ｆｐｓの
フレームレートの画像データに変換する画像変換手段と、
　前記変換された画像データと、前記音声データとを外部へ出力する出力手段と、を備え
、
　前記画像変換手段は、前記２７．５ｆｐｓのフレームレートで記録された画像データを
、前記汎用映像信号に対応した３０ｆｐｓフレームレートの画像データに変換するに際し
、１秒間に２．５フレームの割合で画像データを追加する処理を実行するドライブレコー
ダ。
【請求項４】
　前記画像変換手段は、前記デコーダにて復号化される１１フレーム毎に１フレームの割
合で、当該１１フレーム目の画像データを複写した画像データを当該１１フレーム目と１
２フレーム目の間に追加する処理を実行する請求項３に記載のドライブレコーダ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　しかしながら、上記従来のドライブレコーダでは、ＬＥＤ信号機の商用電源周波数に基
づく点滅の影響を受けない第１周波数及び汎用映像信号に対応した第２周波数の周波数切
替部をドライブレコーダに設けているので、装置構成が複雑になる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００８】
　本発明が解決しようとする課題は、ＬＥＤ信号機の点灯色を確実に識別できる映像とこ
れに同期した音声とを記録するとともに、汎用映像音声信号として出力できるドライブレ
コーダを提供することである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明のドライブレコーダによれば、ＬＥＤ信号機の商用電源周波数が５０Ｈｚまたは
６０Ｈｚであるのに対し、カメラのフレームレートはこれらの影響を受けない周波数（２
７．５ｆｐｓ）に設定されているため、ＬＥＤ信号機の点灯色を確実に識別することがで
きる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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